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本資料の目的 
本資料は、HPE GreenLake for Compute Ops Managementを初期構築する手順の概要をまとめたものです。 

手順の詳細は HPE GreenLake Edge-to-Cloud Platform User Guide や HPE GreenLake for Compute Ops 

Managementお使いになる前に を参照ください。 

本資料は 2022年 11月 22日時点での情報となります。 

 

事前準備 
サポートされているサーバー機種、iLOのバージョン、ネットワーク接続要件などを HPE GreenLake for Compute Ops 

Managementお使いになる前に で事前に確認しておきます。 

 

また、HPE GreenLake for Compute Ops Managementを利用するための事前準備として以下作業が必要となります。 

 

1. HPE Account (ユーザー) の作成 

2. HPE GreenLake Company Account (会社/組織) の作成 

3. HPE GreenLake for Compute Ops Managementインスタンスの展開 

 

1. HPE Accountの作成 

1.1. https://common.cloud.hpe.com/にアクセスして「Sign up」をクリックします。 

 
 
  

https://www.hpe.com/greenlake/GLCplatform-user-guide-en
https://www.hpe.com/info/com-gsg
https://www.hpe.com/info/com-gsg
https://www.hpe.com/info/com-gsg
https://www.hpe.com/info/com-gsg
https://www.hpe.com/info/com-gsg
https://www.hpe.com/info/com-gsg
https://common.cloud.hpe.com/
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1.2. 必要事項を入力して「Register」をクリックします。 

 
 

1.3. メールが届くのでリンクをクリックして Activateを行います。 
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2. HPE GreenLake Company Accountの作成 

2.1. 作成した HPE Accountで https://common.cloud.hpe.com/にサインインします。 

「Create Account」をクリックします。 

  
 

2.2. 必要情報を入力して「Create Account」をクリックします。 

 
   

https://common.cloud.hpe.com/
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2.3. HPE GreenLake Accountが作成されると HPE GreenLakeダッシュボードが表示されます。 
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3. HPE GreenLake for Compute Ops Management インスタンスの展開 

3.1. ダッシュボードで Compute Ops Managementの「Get Started」をクリックします。 

 
 

3.2. 「Set Up Application」をクリックします。 

 
 

3.3. Region(例えば AP NorthEast)を選んで、Terms of Service に承諾したらチェックを入れて「Deploy」をクリックしま

す。 
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3.4. ダッシュボード下部の Assign User Accessの「Assign Roles」をクリックします。 

 
 

3.5. User、Application、Roleを選択して「Assign Role」をクリックします。 

 
 

3.6. Compute Ops Managementの「Launch」をクリックすると HPE GreenLake for Compute Ops Managementのダ

ッシュボードが起動します。 
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これで事前準備は完了です。 
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HPE GreenLake for Compute Ops Managementへのサーバーの登録 
以後の作業は YouTube にも公開しているビデオ Does That Compute? | HPE GreenLake for Compute Ops 

Management – Onboarding New Devicesに沿って説明します。ビデオもぜひご視聴ください。 

 

 
 (▶ 0:08) 
“Does That Compute” という新しい動画シリーズへようこそ！ 

このシリーズでは、HPEの最新コンピュートポートフォリオの製品についてデモを行っていきます。 

HPEの Compute Technical Enablement Teamに所属しております、Jay Canlasです。 

本日は HPEの新たなクラウドベースの管理ソリューションである「HPE GreenLake for Compute Ops Management」に

ついて見ていきます。 

初めの章では、サブスクリプションの追加と、Compute Ops Managementへのデバイスオンボーディング方法をお見せ

します。 

  

https://youtu.be/mf7UasqQ3iw
https://youtu.be/mf7UasqQ3iw
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1. HPE GreenLake for Compute Ops Managementのサブスクリプションを HPE GreenLakeアカ

ウントに登録 

 
(▶ 0:32) 
HPE GreenLakeアカウントへ、Compute Ops Managementのサブスクリプションキーを追加するところから始めましょ

う。まずは、上のタブの “Manage” をクリックしてください。 

 

 
(▶ 0:42) 
サブスクリプション契約時に送信される E メールの “Access your products” というボタンからサブスクリプションキーを受

け取ることができます。 “Subscriptions” をクリックします。 
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(▶ 0:50) 
“Add Device Subscriptions” をクリックします。 

 

 
(▶ 0:54) 
サブスクリプションキーを入力し、 “Submit”をクリックしてください。 
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(▶ 1:01) 
サブスクリプションキーが正常に追加されていることを確認しましょう。キーを追加することによって Compute Ops 

Managementで 15台のサーバーが管理できるようになりました。 

次は Compute Ops Managementにサーバーを追加してみましょう。 
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2. HPE GreenLake for Compute Ops Managementにサーバーを追加 

  
(▶ 1:23) 
Compute Ops Managementへ入る前に、iLOの「情報」ページから「サーバーシリアル番号」と「製品 ID」をメモしておき

ます。 

 

 
(▶ 1:30) 
GreenLakeのトップページに戻り、 “Devices” のタブをクリックし、 “Add Devices” をクリックします。 
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(▶ 1:38) 
ドロップダウンメニューで、 “Compute Devices” を選択し、次へ進みます。 

 

 
(▶ 1:45) 
“Serial Number & Product ID” を選択し、 シリアル番号と製品 IDを入力。その後 “Enter” をクリックし、次へ進みます。 
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(▶ 1:58) 
“Tags” は任意の項目です。今回は設定せずに次へ進みます。 

 

 
(▶ 2:00) 

最後に “Finish” をクリックし、次に出るポップアップで “Close” をクリックします。 

 
 



Technical Documentation Page 16 

 

 

 
(▶ 2:07) 
検索バーにサーバーのシリアル番号を入力し、そのサーバーを選択します。 

 

 
(▶ 2:19) 

“This device is unassigned.” と表示されております。これからアプリケーションインスタンスと、サーバーの地域をアサイ

ンします。右上のオプションメニュー(・・・)をクリックします。選択肢が表示されますので、 “Assign to Application” をクリッ

クします。 
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(▶ 2:35) 
“Application” のドロップダウンメニューを展開し、 “Compute Ops Management” を選択します。次に “Regions” のドロ

ップダウンメニューを展開し、サーバーが設置されている最も近い地域を選択します。最後に “Finish” をクリックし、次に

出るポップアップで “Close” をクリックします。 

 

 
(▶ 2:55) 
再度検索バーにサーバーのシリアル番号を入力します。 “Application” と “Region” に、先ほど定義した項目が反映され

ていることを確認できます。確認ができた場合、サーバーをクリックします。 
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(▶ 3:10) 
右上のオプションメニューへ行き、 “Apply Subscription” をクリックします。 

 

 
(▶ 3:10) 

右上のオプションメニューへ行き、 “Apply Subscription” をクリックします。 
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(▶ 3:18) 
先ほど追加したサブスクリプションキーの左にあるチェックボックスを選択し、 “Apply Subscription” をクリックします。 

 

 
(▶ 3:24) 
最後に “Finish” をクリックします。次に出るポップアップで “Close” をクリックします。 
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(▶ 3:31) 
上の “Applications” タブをクリックし、 “Compute Ops Management” へ行きます。 

 

 
(▶ 3:35) 
サーバーを追加した地域の右のボタンの“Launch” クリックします。 
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(▶ 3:42) 
上のタブの “Servers” をクリックします。 

 
(▶ 3:49) 

検索バーにシリアル番号を入力します。サーバーの “Status” 項目に、 “Not activated” と書かれていることが確認できま

す。この項目を “Activate” させましょう。 
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(▶ 3:59) 
iLOの画面に戻り “管理” ＞ “Compute Ops Management” へ行きます。 

 

 
(▶ 4:10) 
アクティベーションキーを入手するには、HPE GreenLakeのトップページに戻り、タブ上の “Manage” をクリックします。 
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(▶ 4:25) 
アクティベーションキーは、左側に記載されている “Account ID” になります。Account IDをコピーします。 

 
(▶ 4:30) 
iLOへ戻り、Account IDを “アクティベーションキー” の欄に貼り付けます。 “Continue Without Proxy” のチェックボック

スにチェックを付け、 “Connect” をクリックします。 
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(▶ 4:42) 
しばらく待つと、 “Connected” と表示されます。 

 

 
(▶ 4:47) 

iLOからログアウトします。 
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(▶ 4:53) 
iLOのログイン画面で、「システムは HPE GreenLake for Compute Ops Managementによって管理されています」とい

うメッセージが表示されます。 

 
(▶ 5:00) 
再度 Compute Ops Managementを開き、 “Servers” の検索バーから先ほどのシリアル番号を検索します。 “State” の

項目が先ほどと変わり、 “Connected” と表示されています。サーバーをクリックします。 
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(▶ 5:29) 
Compute Ops Management に登録された他のサーバーも含めて、これで障害の迅速な監視や、ファームウェアアップ

デートを行えます。 

 

 
これで HPE GreenLake for Compute Ops Managementへのサーバーの登録作業も完了です。 

 
 


